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根室管内酪農民要請集会囹凶白気

農
関
係
者
、
五
百
人
以
上
を
集
め
て
開
催
ざ

ｌ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
管
内
の
酪
農
民
・
酷

根
室
地
区
酪
農
対
策
協
議
会
と
根
室
の
酪

農
を
守
る
会
が
主
催
す
る
、
根
室
管
内
酪
農

れ
ま
し
た
。

民
要
請
集
会
が
二
月
二
十
八
日
に
、
ト
ー
ヨ

長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
『
政
府
は
乳
価
不
足
払
い

開
会
に
あ
た
っ
て
、
地
区
酪
対
の
丹
羽
忠
文
会

■ 
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定
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
鈴
木
宗
男
官
房
副
長
官
、
北

村
直
人
代
議
士
、
鰐
淵
俊
之
代
議
士
は
、
「
今
回
の

酪
農
民
の
生
の
声
を
重
く
受
け
止
め
、
乳
価
を
決

維
持
が
必
要
だ
。
ま
た
、
高
い

り
換
え
制
度
の
充
実
を
」
と
要
請
し
ま
し
た
。

な
い
の
で
、
乳
価
は
最
低
限
現
行
価
格
を
維
持
し

Ｊ
Ａ
中
標
津
の
土
井
上
信
一
さ
ん
ら
三
氏
も
「
個

体
販
売
が
大
暴
落
し
、
農
家
は
乳
価
に
頼
る
し
か

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ユ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
で
要
請
集
会
を
終
え
ま
し
た
。

て
ほ
し
い
」
、
「
下
足
払
い
制
度
は
機
能
と
役
割
の

国
際
化
に
安
心
で
き
る
態
勢
づ
く
り
な
ど
が
急
務

で
あ
る
」
と
訴
え
、
管
内
の
酪
農
家
を
代
表
し
て

あ
り
、
要
請
運
動
の
中
で
政
府
に
強
く
要
求
す
る
」

心
し
て
経
営
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
後
継
者
が
夢

制
度
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
が
、
今
こ
そ
安

は
、
地
元
選
出
の
衆
議
院

や
希
望
、
誇
り
が
も
て
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
で

最
後
に
「
根
室
管
内
の
酪
農
を
守
れ
ノ
」
と
シ

ま
た
、
地
区
酪
対
副
会
長
の
三
友
盛
行
副
会
長

ろ
Ｌ 〈

請
運
動

、
ト
ー
．

と
訴

議
員
に

利
子
の
軽

‐ 構
造

減
や
借

変
化
や要請する土兼上委員長

,３ 



第24回なかしくつ冬まつり
母

蕊

ア
ニ
メ
雪
像
や
、

イ
ベ
ン
ト
に
人
気
が
集
中
。

第
一
一
十
四
回
な
か
し
く
つ
各
ま
つ
り
が

二
月
十
一
一
一
、
十
四
日
の
二
日
間
、
町
総
合
文
化
会
館
横
の

し
ろ
く
つ
と
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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どク立さス操リソくき式た三
版、ちまんトをｌ‐ま大なに初ち１－：'１

祇辮だ，ﾏｻＷｋ魚灘Ｍ拙

識醗醗、れのはめｉｆに
麟鶏ii1辮
輻蛎鮮燐体iii,i花議会供約

二亀

鼓員組合の雪鍵｢うさぎ｣がコンテストで3位に入りました

鷺。〃k’畳聟23縁己

消挫拡大委員会による出店乳製品のＰＲを実施
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過去最高の加台が参加

第
十
一
回
開
陽
台
自
作
ソ
リ
大
会
が
二
月
二
十
一
日
、

開
陽
台
育
成
牧
場
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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たjIi［ｎｉにン．台《1二犬での
。ともはな１がを雌のｉｌｉ今
）甘）Ｌ勢ビス参’三に｜Ⅲ]斜人
援らい競を加1111忠催lni会
が』し金いスしるまとがは
送、つ今ビ、過れな使可；
ら観てい’令ＪＬｉｌｌＩＪりえ不
iiL窯'liZiまド」之ｌｌｔｌﾉﾘまず足
てか倒し.=多外し、で
いらすたデ１７のかた束い
ま笑る。ザ肘＝らが斜つ
しい場’'１イの｜‐’１１畠、１，６
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中標津乳牛改良同志会ちょっとみみより情報
乳
用
牛
の
機
能
的
体
型
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
牛
群
に
あ
っ
た
改
良
を

〃
形
質
に
よ
り
遺
伝
率
が
違
い
ま
す
。

M：れと質が機
、ら関に含能機
その迎はまに能
し三す乳札彩的
てつる腸ま瀞体
移のも、すを型
勅部の〃ｄｏ与の
性位をの機え定
を（よ含幟能る義
象′こん造１１|：全に
徴瀧で、にては
す能いそかの、
るノノましか体乳
も、すてわ剛）１１
の蕊・肢る形'１二
な殖こ蹄彩度の

にＪＩＬたへな’''１瀞の
説なめ良ぜはをで
'ﾘIけに赫爪、グー、
しれ牧性婆特え乳
まば場、なにるⅡ）
すなで迎の乳も’卜
゜らの雌か）万のの
な櫛性、のと符
い理くさ各な班
こを龍ら形つに
と迩刀にＨ『てお
はじを牛にいい
何て故111：つまて
か、艮内いす妓
簡成すメドて゜も
lli、さる命、今彩

今
Ⅱ
の
乳
川
牛
は
遺
伝
的
に
選
抜
さ
れ
、

よ
り
多
く
の
乳
を
唯
熊
す
る
よ
う
將
哩
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
乳
〃
の
、
然
な
傾
向

と
し
て
、
よ
り
人
き
く
、
よ
り
深
く
な
っ

乳
房
の
深
さ

で綴こがよ易〃つるて
あ々の’1ＭＩ）<はてほき

鍬騨#：

LMj灘！
ち
慌
我
に
な
ら
な
い
曝
度
に
様
く
、
そ
し

て
乳
雁
容
枝
を
制
限
し
な
い
礎
度
に
浅
く

と
い
う
こ
と
で
す
。
乳
〃
の
深
さ
に
つ
い

て
の
遺
伝
率
は
割
と
向
い
の
で
、
こ
の
形

厩
を
選
抜
項
Ⅱ
に
す
れ
ば
、
卜
分
な
改
良

が
期
降
で
き
る
で
し
ょ
う
。

乳
〃
を
よ
り
深
く
す
る
こ
と
に
よ
り

乳
陽
春
彼
を
噸
や
す
と
い
う
こ
と
は
望
ま

し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
乳
房

を
浅
く
し
て
産
乳
能
力
を
上
げ
る
た
め
に

は
、
よ
り
向
く
、
よ
り
脈
広
く
付
杵
す
る

後
乳
勝
を
選
択
す
る
こ
と
は
、
理
想
的
な

dPp 

後
乳
房
の
高
さ
と
幅

よ
う
に
忠
え
ま
す
。
稗
辿
の
乳
腸
で
は
乳

の
約
六
○
訂
は
後
乳
〃
で
生
産
さ
れ
ま
す
。

後
乳
畷
の
岡
さ
と
柵
の
逃
伝
率
は
、
選
抜

に
よ
り
改
良
を
進
め
る
の
に
十
分
商
い
価

で
す
。

雁探れにす’１１
籾さて雌。尖
,llfのいもｉ１Ｉけ
のよま近火ん
強うす要け巫
さな゜なん初
とＩｕｌｉｉｉ６歴'11；
密の乳の籾が
接形麺と’Ｈｆ強
に硬のしはい
関は配て、と
係、ｉｉｌＸ広乳い
し１１１やくげう
て央孔認のこ
いけ畷識ト｜と
まんのざ耗で

乳
房
の
間
溝

乳
〃
の
問
瀧
が
深
い
と
い
う
こ
と
は
、

可Ｂａ

週
【

す
。
中
央
け
ん
蕊
靭
怖
は
三
枚
の
強
〃
左

弾
力
の
あ
る
細
織
か
ら
成
り
、
乳
冴
の
中

央
の
イ
度
兵
ｋ
の
体
朧
に
付
論
し
、
乳
畷

の
保
持
の
た
め
の
砺
奨
な
働
き
を
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
孔
腸
の
川
獅
（
け
ん
雁
）

の
辿
伝
率
は
低
く
こ
の
形
魔
に
選
抜
雁

！ 
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ザチョイスオブマークアダムＥＴ

Ｈ－３２９２（デンバーブホッフセスＥＴ）
父チョイスオブレイクハースト

６ 



巴
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特くるはれ笹
に、と|iiiま」二ｉｉｉ
大外思乳す、乳
き’､）わ奴。’ﾘ１頭
なのれのよらの
'１Ｍもま’[§Ｉ）か「
題のすしＩＩＬを仁
とは・いく利配
意分ＩｊｉｉｌＶｌ１、点綴
'）晩乳慨よをざ
まＩf'：頭とりも／し
す後のＵＡＩ充たた
・の配係翁ら前
排搾ＩＩｒｆＬなし乳
乳乳がて排て頭
がで広い乳<は

のす〃
閲がを
係、か
は乳け
き腸て
わのも
めげ良
てんい

高:雁ノ又
いば応
で′卜は
す僻１１ト
・内に
〃〈
命い
とで.

前
乳
頭
の
配
置

ＩＦ成ｌｌｆｌ：

中標i{k乳牛改良liiL占会だ!！I総会

小
充
俺
に
行
な
わ
れ
る
と
、
乳
腸
炎
や
孔

勝
の
感
染
症
に
対
し
て
感
受
性
を
岡
ぬ
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
前
乳
麺
の
配
瓶
は
巾

縄
度
の
遺
伝
率
で
あ
り
、
牛
昨
内
圷
命
と

区､

桜井会長のあいさ宅

乳房形質の遺伝率

伝
２
１
２
刈

遺
０
０
０
０

率
３
４
０
０

‐
さ
垂

題罐誇誠恥
乳
後
後
乳

房
乳
乳
房

新たなる改良
そして経済を求めて。
第28回中標津乳牛改良同志会総会

前乳房の付着’０．１２

乳頭の配置’０．２２

乳頭の長さ’０．５２

数字が大きければ大きいほど
遺伝は高い

平
成
十
一
年
度
中
標
津
乳
牛
改

良
同
志
会
（
会
長
・
桜
井
幸
二

定
期
総
会
が
、
去
る
二
月
五
日
に

中
標
津
町
農
協
大
会
議
室
を
会
場

に
、
俵
橋
地
区
の
金
子
安
一
氏
を

議
長
に
選
出
し
、
開
催
さ
れ
ま
し

た
。議
事
に
先
だ
ち
、
平
成
十
年
度

最
後
の
事
業
で
も
あ
り
、
ま
た
、

会
員
の
一
年
間
の
改
良
の
成
果
と

し
て
同
志
会
表
彰
を
行
な
い
ま
し

た
。
今
年
は
同
志
会
と
し
て
初
め

て
特
別
表
彰
を
、
俵
橋
地
区
・
福

嶋
信
一
、
美
恵
子
氏
の
ハ
ッ
ピ
ー

ラ
ン
ド
バ
リ
ア
ン
マ
ッ
ト

マ
リ
ー
号
を
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。

議
事
で
は
事
業
報
告
、
事
業
計

画
及
び
規
約
改
正
な
ど
が
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

遮
度
な
机
關
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
鞭
を
少
し
気
に
し
な
が
ら
授

精
を
行
な
い
、
牛
聯
に
あ
っ
た
改
良
を
進

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

体型形質と生産寿命
との遺伝相関

愚ｌｒ形質相関係数

乳房の深さ０６２

後乳房の高さ0.40

後乳房の幅０．３５

乳房のけん垂１０．３９

前乳房の付着１０．５４

乳頭の配置 o思侭

８
９
６
２
４
２
５
７
９
 

０
０
０
３
０
０
０
１
４
 

０
０
０
０
０
０
０
０
０
 

－
一
一
一
一

切三
度
側
度
点

性
角
幅
の
角
得

さ
さ
さ
用
の
の
肢
の
定

高
強
深
乳
尻
寛
後
蹄
決

Ｉ 

Ⅱ 滑
毒
野
寄
’
■

.、

「

『
ｌ
ｄ 麺甥病:曇:(前X;ﾓﾊ禍ＡＥＦ

扉

形質 遺伝率

乳房の深さ 2３ 

後乳房の高さ 1４ 

後乳房の幅 2０ 

裏|,房の[十ん黍 1０ 

前乳房の付着 1２ 

乳頭の配置 2２ 

乳頭の長さ 5２ 

形質 相関係数

乳房の深さ 0．６２ 

後乳房の高さ 0．４０ 

後乳房の幅 0．３５ 

雲Ｉ.富の[十ん義 0．３９ 

前乳房の付着 0．５４ 

乳頭の配置 0．３３ 

高さ 0．０８ 

輸六 －００９ 

深さ -0.06 

乳用性 0．３２ 

尻の角j萱 －００４ 

寛の幅 －０．０２ 

後肢の側望－０．０５

蹄の角度’０．１７

決定得点０．４９



農
協
理
事
書
と
の

懇
談
会
を
終
え
て
。

ｉ 

;１１霧!(

P 

雫

戸
や

去
る
二
月
二
日
、
農
協
理
事
者
と
青
年
部
員
に
よ
る
懇
談
会
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
各
支
部
一
一
人
か
ら
三
人
の
理
事
の
方
々
を
招
き
、
農
協
運
営
に
つ
い
て

の
意
見
、
疑
問
な
ど
、
卒
直
に
お
話
し
を
伺
お
う
と
い
う
主
旨
で
す
。
テ
ー
マ

は
「
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
」
と
題
し
、
夜
遅
く
ま
で
広
範
囲
な
話
し
合
い
と

な
り
ま
し
た
。

リがそれ嫌
返られか証ま
さのぞら乳ず
れ説れのＩＩＨｉ、
ま明の農、農
しと予業不業
た゛illll対足情
・部と策払勢
ま旦兇のいに
たに解動制つ
、よを向度い
根るおをなて
室質１）、どで
酪閥ま理|刺す
膿がぜ鋼のが
と繰な満こ、

武佐支部での懇談会

ｉＩ１標津HlJ没協,ｻﾞｺﾞl鴇１１

部良板橋 匠

し
て
の
特
色
、
草
地
型
の
粗
飼
料
を
十
分

に
確
保
し
た
ス
タ
イ
ル
を
腿
水
と
す
る
躯

が
飯
要
で
あ
る
と
の
鞭
。
ま
た
、
根
室
符

内
一
体
と
な
り
、
商
品
質
な
根
寵
ブ
ラ
ン

ド
を
定
杵
さ
せ
る
鞭
。
数
年
後
に
は
、
化

産
者
と
〆
Ｉ
カ
ー
と
の
矼
販
取
引
と
な
る

`￣ 

銅
■ 

に

ＦＦＴ勺
■￣ 

■缶■

釘、
塁

■ 

－ｍ 

司唇

たﾁン，lij々望場収ろめ１１Ｊ
と定し膿い‐,￥し希Ｉ）環うの能
の禿た脇「i12年て板か境と準性
ｊ１ｌｌ）司述Ｉｉ１ｉ部ほやか整い術が
でこあ営をでし゛り傭うをあ
すげるに得行い谷、に話しり
。をるってなと環怠つして、

Ｉ灘蕊

’ 

（ 
－
１
仏

可蕃■

顧印
一

P蕊ご…}超‘ＰｈＧ子

俣落支部での懇談会

と
し
て
駐
肛
場
が
広
く
て
便
利
な
の
は
よ

い
が
、
場
内
を
瓶
で
交
差
す
る
時
や
、
歩

行
者
が
側
を
歩
い
て
い
る
時
な
ど
、
危
険

を
感
じ
る
聰
が
あ
る
と
の
噸
で
す
。
川
店

舗
の
活
川
に
つ
い
て
は
、
解
体
し
て
駐
車

場
に
す
る
、
査
材
修
理
班
の
製
作
場
に
、

建
物
と
し
て
解
体
す
る
の
は
慌
し
い
の
で
、

改
造
し
て
イ
ベ
ン
ト
会
場
（
朝
巾
、
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
に
使
用
で
き
な
い
か
を

ど
の
愈
兄
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
ヘ
ル
パ
ー
体
制
の
兄
放
し
や
、

ミ
ル
ク
ロ
ー
ド
製
品
の
兄
皿
し
に
つ
い
て

な
ど
が
話
題
に
出
て
米
ま
し
た
。

すた席会話鴬深いなん組あと１１いん
゜めい雌だし若くｉ;ハテコで織るＩ）でう方

駿緯i;ｉｔ轍ｋ４１ｆｔ“蠅羅

雛鍵i鰯雲鱗
上の’|’すき感るた各｜('］で、が、れ｣ｑＨら

蝋淡。縦'1擶：Ⅶルポ典W{犯
い方遅義、、でとと的ＩＨＩのにて普
とにく深11ｔ・すもぃなづ’'１１１、いは

鱗鱗:鰹戦鰯

青
年
部
活
動
に
つ
い
て
も
、
各
迎
堀
さ

８ 



農
業
発
展
に
つ
な
が
る

強
力
な
運
動
展
開
が
必
要
。

業を新をる何北うが地ま度た令來想った太’'二
農新どＩ聯［l:ｌｌｌｉリノl〔［Iilか、感、が合いに｡〈北妓がテてIliIj腸陽介１」
家農う代金定京でら‐|上じ通ひ風ま、府のは北映しい物と差にの
を基しに体し「|’す河流で過つのす当県圏お点さビまの連し行ノlII
Jr法て１Ｍでま心。ま道、し<テ･地の外ろばjlLです－動もきが
wilMのも応農すのでは後て’）しのイドでか新ては｡極し強易い
す’'１いし業｡［';１」〔全にし返ビ藤のズ１，潟い今なてまくつ
るにだいをが永く通まる放の訪象北県ま年の＃しりなの
姿、い法文新が無過え様送遅れ外海ましのかく、Ｉ）’１(I
勢北て律えし’'１祝がばなもさをと逆でた桜とを刺ま仁
が海しに、い心さ下余人、を兄いはで・前改りのしか
あ道ま期守腱でれ懇てさ来実、うは、線め、１」た早
いのい『ゲる業動てさ終わ鰹感｜Ａ１印るまのて入党・く
ま様まとと基いいれりぎｌｉｉｊしき象かだ開感間めな
いなす不い本てまるとではてすで遮ま花じももｉ）
でＶ】【･安う法いす』〔いす犬しるし〈だ予人ま、

あ
り
、
明
文
化
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

よ
う
や
く
、
北
海
道
の
強
い
要
望
を
要

け
て
、
典
綱
の
中
に
「
専
ら
腱
業
を
鴬
む

戸目

今

安ＪＥＩｌ１に今週変が理ながな「汁ら列す基おを退老つい
定な心新誠よ当南に浮解lii］のらいを兄底・法Ｉ）そ行職齢府てな
雌｜、課酪にりな北理上でじで、の立ｊＬ理なで、のな後化ｌｌＬいい
保格越農残，訂移略解しき酷しこでてば解るはそ数つ、しでまの
で形は、念い{l｝農してず膿よのして北ＩＩＩ種対のはてイ「ていすか
す成、乳で乳、がていにでう理よい派』《と応様全い金雅う゜し
゜のｉｌｊ業すＩｌ１ｉｉ出おしる、あか解うる泣ま変Ｈｌ１な国るプ業とい
爽場火・水荷互ま不ま｝）。、｡尊のせに米呼で稀ラでこう
税喪綱準、いい忠たな実小業様ん感な業八でスはろ理
及勢がが版にま談ぞが態さ艇を。心い農十す農lmIの１１１
ぴを決確売機すさろらのな家農一はと家刀･業け秤が
酪反ま係をみ゜に、、格「'１は業方しい対戸Ｖｊ［な業
農映り出す分、南お差で理だ、まう策を業い農誠
経しま未れけ政北兀はあ解け府すわは超で農家に
鴬たしるぱしめｉl{］いiTTIlノノ''１でＩＩＬがけ新え経熈とふ
の遮たの、てて題にllikな来』|モか、で,ＩＭＬて鴬が（よる

、

荷
な
ど
に
よ
る
農
業
経
営
の
展
開
」
を
折

没
し
ま
し
た
。
市
場
原
理
、
実
勢
価
格
の

導
入
に
よ
っ
て
一
番
の
影
騨
を
受
け
る
、

専
業
農
家
へ
の
対
策
の
文
言
が
イ
ト
分
な

が
ら
入
り
ま
し
た
。

何
故
蝉
業
農
家
と
い
う
文
〈
、
が
入
っ
て

`'、「

心題まき様さる化言動にた能○○○○す瀧止雅法
をとす強にれ方さ新がによ市は不ま性提の過な討し〕ｉｉ新限加・のめ準を実
持し゜力呉たIfjML艇人対る場維足すをと、)奨おの、’'１’た度工川ま取平勢
って膿に休講性て基っす：]１実持払・合し′l＝のン勝算識を数１%〔来ず引成｜Ⅲｉ
て、民迩化対はい法てる１１Ｆ勢すいぬた艦変併に定定措ｌ１ｔ料る・さ’・格
ゆ‐は1liI」さ策理ま、い対稀にる法検推者fljせお〃に税の￥Ｌ縫・ＩＩｉこの
き人も膿れが解す新ま策ｉｉｉよこは討粧ののてい式当の範の常方格イ'2実
たひと｜＃Ｉる農で。酷すら」{バリと廃すに「１影１１１］てはつｉｉｉｌｊｌ１歎変、、で現
いとよを様業き－乳。、リ｜、に止るつ‐iを粋工検関てＩｍｉｌﾉｌｊ,(：定生安廃の
もりりす、発ま応対不き孔なすこい的を原，;Ｉ係ははでに捕獲定止た
のよ’Ｅ１る今展すの策－１－に業りるとてな緩料す打各締の応祇櫛指をめ
でり民必後にが将大分よとまがに、取和\しるか状年Ｔｌ/［じをに機す、
す多全典もつ、来綱なる指し、をそ細すの゜らルヒ度接、行はのる不
゜<体が引な文にもがIIlliだたそつのみるIllliなを設父一な、没と足
ののあきが】_すわ」↓ら格団゜のて必をた格るぢ定払定い｛'ｊ定共払
１脚謀り統る化た体文変体ま磯い要前めの検應･いのま′ｋをにい

9 



すぐわかる計画達成度

北根室地区農業改良普及センター

ｲ1：そ善…･･…進き蝋スオＬ」二＜…かそ番……･…進flルポI［検人どる的業動へ
のし進今今捗各ま潅ｉｆをば’'１１らし進今今捗乳に１Ｍ）そ討切は乳周なと酪向憐
総て捗月年率笠す、'''1維考’）こて捗月年率代終突こしで、代年飼し膿を艇

繋蕊溌織ｉｉｈｔ 

ら八百百恵し可潅枠産七百千

ＷｉＩ丈曠#辨ｒ糀欝、○万万て能ぺが⑪ｊ○万万
一計円円ぃな１あｌｆｉｌ評円円

《戸、

蕊が検(Ｍ１;上＜・・
１１$ｌｌｉ購販ｉｉｉ乳殖Ｉｌ１ｉｌｒ討認’''１
入ＩｌＨｉ入充代な,i１１１回しし｜）

二H-'：'｣h｣|'':鱒蕊給ｌｌｉ１ｌｌｉ銘変．

､in蕊鱗撰溌ょ雌とに要人
成成乳戦り う康乳Ｉｌｔｌｌｉ

絵分Ｉ上jlt。、＋ｌｔをを

よ｣』て将と谷をろ
年Ｉ）ＩＤしにまにを求んﾉﾘ１
１１１１分し年たな基め、１１１１

聯朧鰐灘F「
;ii澱｡蝋繊ｌｉ
がＺ綴其も絃とやはロ
多がき体lTi］を残乎、ス

踊攪腰ル,'１１粥縫
いまる作すす’１１｝ＩｌＵｉは

そ弍篁笹ｶﾐﾐi1Ilf：

深宍

に峰し、６発｡。｡｡｡経左と乳れも
比傾こも絶経展変ノヒｌｌｉ各榊各百えｉｉｌｉ）］営ど、－で、
絞向ののえ憐'性木孔位ｌＹ成｛Y分るｆ１：ガリ数、よ諺、具
しかたでず外をな－，'１川比川比比に字行リ当・体
てｌ１ｉＩｈめす上部見どノたのにのにな数をiiil共た１１的
み系現・ｌｆ,ｌのる￣当’）刺す；ｷﾞl’すど字読に体Ｉルｌ１に
まダリ在き粂たと谷る合るののみ移的なたよ
しへは’二件りすな＿な＿比惟やしにどり〈
よ年、発に収るど賀ど光率移すやなに、分
う別」：展刈益へ￣川一上、を〈すりｌｉＩＨ－か
。、界、応一計ｉ１ｆｉ聾１１みすぐ、き頭Ｉ）
Ⅱ傾縦し盗むをを谷るるな作換、'１ま
別向統て産、而汽に’ノ業えたせ
なかざ、－とと税まのてりん

#典ｋｋ鼠支鑑4,基ど、せ経
一｢た,鴬

売上(費用)増加率
１１ 

当斯売上(費用)高一前期売上(費用)高

当期売上〈費用)高
ｘ１ｎｏ 

<Ｎは峨切たな週き
こを、６で値ど、ﾉﾘ｜こ
と凡そ大すい１１イＩＪＩ}Ｍの

卵鯛悪＃１２（はiMi
･て勅も上が応、Ⅱす
お婆のし、人ヒイド、べ

１０ 



Ⅲ
例
回
罫

■ 

】
種

LjIilI1l≦ i｛ 
Ｌ‘ 

篝11：

： 

1 

Ⅱ 

曇露
､■ 

□二

》
．
埒
丘
‐
】
切
皿
卯
卯
叩
加
川

垂
面
二

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
俵
中
地
区
の

大
山
鮴
摘
さ
ん
宅
の
智
沙
登
ち
ゃ
ん
。
三

人
兄
弟
の
兵
ん
中
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
女

の
子
で
・
す
。

幼
稚
關
か
ら
帰
っ
た
ば
か
り
の
お
姉
ち

か
お
り

や
ん
呑
保
梨
ち
ゃ
ん
と
、
な
か
よ
く
遊
ん

で
い
ま
し
た
。
雌
初
は
ち
ょ
っ
ぴ
り
照
れ

く
さ
そ
う
だ
っ
た
け
ど
、
ニ
ッ
コ
リ
笑
っ

た
秤
沙
登
ち
ゃ
ん
は
、
ほ
っ
ぺ
に
〃
え
く

ぼ
〃
が
で
き
て
と
っ
て
も
か
わ
い
い
。

御
沙
蕨
ち
ゃ
ん
は
、
お
伽
ち
ゃ
ん
と
弟

'１ 
ｑ、

！ 

』
宍■

嚢讓！
Ｉ 

￣ 

ｂＪ 

正､=ｑＵ

弓Ｐ【

ｌＷ 
ｊ 
龍

＝ 

lNi識WF溌鯛』・｝榴

｛二

＝ 

2j夢多i】
毎■

I 

霧
､ 

二
Ⅱ
だ

の
滉
人
く
ん
が
人
好
き
。
，
な
わ
と
び
あ
そ

び
や
か
く
れ
ん
ぼ
を
し
て
、
一
緒
に
あ
そ

ん
で
い
ま
す
。
数
も
’
１
凡
ル
ー
ま
で
数
え

ら
れ
る
、
お
利
Ⅱ
さ
ん
。
お
父
さ
ん
の
耕

治
さ
ん
も
「
お
風
呂
か
ら
上
が
る
畔
－
ｒ
ま

で
数
え
よ
う
っ
て
言
っ
た
ら
、
几
●
‐
ｒ
ま
で

数
え
て
、
の
ぼ
せ
そ
う
だ
っ
た
よ
」
と
笑

っ
て
話
す
。

御
沙
絞
ち
ゃ
ん
に
し
へ
き
く
な
っ
た
ら
何

に
な
る
の
？
と
附
く
と
、
尤
気
よ
く
「
ア

ン
バ
ン
マ
ン
」
と
鰐
え
て
く
れ
ま
し
た
。

～↑ 

■■ 

￣￣ 

P 

Ｐ 

▲ 

ろ己と

智沙登ちゃん(8ﾙｶﾞﾐ）隣Ilr地区大山耕治・紀子さんごた婆次女

「
結
嚇
、
お
て
ん
ば
で
活
発
な
了
ね
」
と

話
す
お
趾
さ
ん
の
紀
卜
さ
ん
。
そ
ん
な
尤

気
印
の
糾
沙
殻
ち
ゃ
ん
で
す
が
、
帰
り
際

に
ち
っ
ち
ゃ
な
声
で
「
い
い
も
の
見
せ
て

あ
げ
る
」
と
、
隣
の
部
屋
へ
行
く
と
じ
段

飾
り
の
お
ひ
な
さ
ま
を
兄
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
「
き
れ
い
で
し
よ
」
と
ニ
ッ
コ
リ
笑

う
。
女
の
子
ら
し
い
秤
沙
敬
ち
ゃ
ん
。
腿

や
か
に
明
る
く
、
大
き
く
な
っ
て
ね
。

r､ 

な鰍し兄弟の元気つ子６

1１１ 



女
性
組
織
の
発
展
に

多
大
な
貢
献
○

騨
壗。！
勵
鑿
献
賞
横
田
純
子
帳

`F、

一

(農業関係功労者)表彰式Ｉ産業貢献賞

式
が
一
一
月
十
日
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
札

幌
で
行
な
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
中
標
津
・
横
田
純

子
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

同
賞
は
北
海
道
知
事
よ
り
、
農
業
関
係

身
的
な
努
力
を
重
ね
る
と
共
に
、
卓
越
し

た
識
見
と
指
導
力
を
も
っ
て
、
本
道
農
業

の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
方
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
す
。

の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
永
年
に
わ
た
り
献

勤脇 国
1Ｊ 

平
成
十
年
度
北
海
道
産
業
貢
献
賞
表
彰

【vl：
１－． 

F＝５ 

1世
Ｚｦ、

篭,Ｉ

や

認m1i ilIlj 

〈
北
海
道
産
業
貢
献
賞
農
業
・
農
村
振
興

功
労
者
〉

昭
和
三
十
七
年
に
就
農
以
来
、
農
協
女

性
部
の
活
動
に
力
を
注
ぎ
、
特
に
女
性
農

業
者
の
地
位
向
上
や
農
産
加
エ
の
取
組
み

な
ど
に
お
い
て
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た

す
と
と
も
に
、
北
海
道
指
導
農
業
士
と
し

て
、
生
活
環
境
の
改
善
と
ゆ
と
り
あ
る
農

村
生
活
の
実
現
に
向
け
た
指
導
や
、
担
い

手
の
育
成
に
尽
力
す
る
な
ど
、
農
業
・
農

村
の
活
性
化
に
多
大
の
貢
献
を
し
ま
し
た
。

＃ 
【ロブ

・
瑛
鰯
殺

生
卦
ご
塾
ｉ

娘
汕
季
Ｊ
－
が
江

一
色
Ｐ
Ｃ

ロ
弾
一
も
一

罫
砧
販
』
』
．
筵
・
房
。

可
字
ｄ
沙
。
丁

呂
戊
ｄ
ど
●
、

｜
鞍
し
り
。
。
ｌ
・
」

｛
■
叩
。
席
Ｌ
Ｌ

Ｉ 

＝￣￣－－ 

''２ 



６
 

。
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
●
●
■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
Ｕ
●
Ｓ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
ｏ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
□
■
●
●
●
●
●
●
●
⑭
●
●
●
①
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｃ
●
■

（
 

来
年
に
向
け
て
活
発
粋
》
》
意
見
。
●
女
性
部
役
員
反
省
会

新
品
種
の
紹
介
と
施
肥
管
理
の
大
切
書
。

●
馬
鈴
し
ょ
栽
培
技
術
講
習
会

馬
鈴
し
ょ
栽
培
識
稗
会
が
平
成
十
一
年

二
月
卜
日
、
Ｊ
Ａ
中
標
津
大
会
議
室
に
お

い
て
、
中
標
津
町
農
協
馬
鈴
し
ょ
振
興
対

策
協
議
会
主
催
で
二
十
七
人
の
出
席
に
よ

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

安
達
会
長
の
挨
拶
の
後
、
講
習
会
に
入

り
、
北
根
室
地
区
農
業
改
良
藤
及
セ
ン
タ

１
の
寓
沢
普
及
員
か
ら
「
畑
作
農
業
研
究

セ
ン
タ
ー
試
験
成
績
結
果
」
「
粉
状
そ
う

か
病
の
防
除
対
策
（
瓶
例
紹
介
）
」
に
つ

い
て
、
そ
う
か
病
抵
抗
性
に
強
く
ジ
ャ
ガ

｜
｜
Ⅱ
二
１
六
、
、
ト
ー
ヨ
ー
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
平
成
十
年
度
役
典
、

イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
抵
抗
性
を
侍
っ

た
新
品
極
『
根
育
引
号
」
の
紹
介
と
合
わ

せ
、
五
試
験
の
説
明
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

別
き
続
き
、
鈴
木
調
整
主
盃
か
ら
「
診

断
結
果
か
ら
見
た
畑
作
土
製
の
特
性
と
施

肥
改
蒋
対
策
」
「
上
壌
改
良
盗
材
（
石
灰
。

燐
酸
な
ど
〉
の
特
徴
と
使
用
方
法
」
に
つ

い
て
、
中
標
津
の
北
壌
特
性
を
例
記
し
な

が
ら
施
肥
の
考
え
方
と
注
意
点
に
つ
い
て

離
演
が
あ
り
、
北
壌
の
特
性
を
知
り
、
石

灰
の
作
条
施
川
に
よ
る
賜
鈴
し
ょ
の
哨
収

<や意年ど部活ざトこ[;１９度は部
しごな求なのの皆ンてｆ１ａｌｌ父

}『鰡瞬衆郵'ん恋のしけ碇

Li蝿灘'『鯉
層城wA灘iii罵鰹

鱗漣蕊騨
jii辨さtjii鱗ＬＲイィ；

●●｡●●●●●●●｡●●臼●●●。｡●●■●●●●●●●●●ロ●●●●●●｡●■

を
図
っ
て
欲
し
い
と
、
施
肥
符
理
の
人
切

さ
を
強
調
し
、
講
演
を
終
丁
し
ま
し
た
。

雌
後
に
生
産
者
個
々
の
土
壌
診
断
結
果

を
配
化
し
、
施
肥
設
計
希
望
者
に
は
、
設

計
を
辨
及
セ
ン
タ
ー
で
行
な
う
鞭
を
伝
え
へ

有
葱
義
な
時
を
過
ご
し
徽
習
会
を
終
了
し

ま
し
た
。

周

小
学
四
年
生
か
ら
商
校
生
ま
で
の
み
な

さ
ん
、
中
標
津
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

ク
ラ
ブ
の
会
典
に
な
り
ま
せ
ん
か
。
会
、

に
な
る
と
楽
し
い
こ
と
や
、
た
め
に
な
る

こ
と
が
、
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
典
進
会
の

兄
学
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族
で
参
加
で
き
る

、ボ
ー
リ
ン
グ
入
会
や
い
も
植
え
体
験
、
収

穫
祭
。
陶
芸
教
室
や
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
な

ど
な
ど
、
い
ろ
ん
な
体
験
が
で
き
た
り
、
た

く
さ
ん
の
友
達
が
で
き
ち
ゃ
っ
た
り
し
ま

す
。
他
に
も
た
く
さ
ん
勉
強
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
地
区
の
述

憐
委
貝
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
旗
瀬
清
野
ｒ
③
７
０
２
５
●
舟
儒
隙
．

伊
仙
２
３
６
８
●
金
ｊ
安
－
ず
③
３
８
６

５
●
佐
縢
範
窓
綏
②
９
６
７
３
⑥
保
科

隆
ｒ
③
７
０
３
６
ｏ
斉
藤
『
美
綏
艸
２
１

１
９
●
奥
川
述
雄
綏
②
９
７
５
７
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新腫移農基法を弾みに

三つの共生壜が創る2万世紀
i弓HＴk＝ツ､心Ｔｍ砠里=芦ﾉ`■百二

Y聰戟P韓迩簿

膿
産
物
の
生
育
は
、
天
候
に
左
個
さ

れ
や
す
く
、
堕
作
や
不
作
が
農
家
ば
か

り
か
消
費
番
に
も
大
き
な
影
騨
を
も
た

ら
し
ま
す
。
１
９
９
８
年
秋
の
異
蝋
気

象
は
、
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
の
野
菜
を
直
禁
、

例
年
よ
り
驚
く
ほ
ど
の
価
格
と
な
っ
た

た
め
、
ス
ー
パ
ー
や
農
水
省
が
海
外
か

ら
緊
急
輸
入
し
た
ほ
ど
で
し
た
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
さ
ら
に
信
頼
を

深
め
た
の
が
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
Ｊ
八
農
産
物
直

売
所
）
で
す
。

「
朝
市
」
「
青
空
市
」
「
ふ
れ
あ
い
巾
」

な
ど
地
域
で
の
呼
び
方
は
さ
ま
ざ
ま
で

す
が
、
「
新
鮮
な
農
産
物
を
安
価
で
提

供
し
よ
う
」
と
い
う
精
神
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。
地
域
の
人
た
ち
と
長
く
お
付
き

合
い
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
か
ら
、

価
格
的
に
も
さ
ほ
ど
変
わ
ら
ず
に
野
菜

を
提
供
し
ま
し
た
。

豊
作
で
は
価
格
が
安
く
な
り
農
家
が

泣
き
、
不
作
で
は
価
格
が
ｋ
が
っ
て
消

費
者
が
泣
く
と
い
っ
た
現
象
を
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
緩
和
す
る
と
い

う
役
割
を
は
た
し
、
い
わ
ば
地
域
で
「
共

生
」
し
て
い
る
の
で
す
。

農
産
物
を
安
定
提
供

召P竜

日
本
の
人
口
は
都
市
に
集
中
し
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
に
、
｜
’
ふ
る
さ
と
」

を
持
た
な
い
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
｜
‐
士
に
親
し
み
た
い
」
「
白

然
に
触
れ
た
い
」
と
い
う
人
た
ち
の
た

め
に
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
市
民
農

園
や
農
家
民
宿
、
グ
リ
ー
ソ
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
な
ど
農
業
・
農
村
体
験
に
取
り
組

ソ楽在民観物型園卜なり、パリは行ん
,しし宿光を、な型ど、植夕組、つＪで
ツむてな農収季ど、の収え］ん』た八い
１グ余ど園鰹節の市イ種やソでＡ調全ま
リリ暇に型すの契民べ体稲はいが査中す
ズ｜を淵、る作約農ソ験刈、る取でが･

■
ふ
る
さ
と
」
つ
く
り
へ

#母、 幻

蕗Ｉ
「､

、

｡ 

） 

○） 

〆

八 爵趣
￣ 

￣ （ご

ｒ１ｌＺ`！ 篝

▼
Ｎ
 

ｂ
’
０
 

●
 

詩
Ⅲ］ Ｊｂ 

ノ

Ｌ（］ 
－￣曰LｒＰ

篝 ０Ｗ 
し．

■ 

窪

「
」 【＄（季 ム
の
四
つ
が
あ
り
ま
す
。

グ
リ
ー
ソ
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
取
り
組

む
Ｊ
八
で
は
、
そ
ば
打
ち
や
わ
ら
細
工

な
ど
通
年
体
験
で
き
る
も
の
と
そ
の
時

期
に
し
か
体
験
で
き
な
い
も
の
を
組
み

合
わ
せ
て
、
い
つ
農
村
を
飾
れ
て
も
農

業
体
験
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
中
か
ら
、
同
じ
所
に
何

度
も
訪
れ
、
交
流
を
深
め
、
自
分
の
「
ふ

る
さ
と
」
が
生
ま
れ
て
来
る
で
し
ょ
う
。

芦
篝iiLqiTi 

ニーーー乙

i蕊2１１ １ 

、

１
 

Ｖ
」

汗P

liHF 
汗P

liHF 

、
。①
の

Ｃ
Ｏ
 

iiil鬘薑篝謹臺

。
董
蕊

。
。
。

２ 

霧

和
時

．
届
にlｉｉＨＲｒ 

Ｄ－ｂｆｖｄ lJq婆

『fff薑iiI11霧
冊

､ ､ 

ifffi五4Ⅱ i蕊轤ii;！！
『

lii}if霊J1上
’ 

Lfti言到
■ 

Ｃ
 

ｅ
ｃ
 

Ｃ
Ｂ
 

、。､Ｄ Ｃ 巳
□

食の元気は、日本の元気素来に続く大地のⅢみ
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暮
ら
し
の

資源ゴミをﾘ川クル
しましょう

’ 

知

「
４

Ｆ
Ｌ
 

1１ 

北根室地区農業改良普及センター

座

二純③て人つし誌すり上と②ポ処①●介紙境しせて類調新
１$；りｉｌｌｌパい変て作まや|両｜・除モ所i｣j【占１，１１各古回し’'１］に限たずいゴ盃昨剛身

jf懸ザ窯鮎鈩忌鮭さ洲川|と櫻雛艀％製。艤鵡箙溌
さ戸たの。焼、にもう燃二を機細分述か極ら。現しるやが分なＪど交

溌畷1騨蕊〃め川分サどのゴリク

判職iil1i11：麓段,ｉポ吉蝿：ｊｉｊＭｌｗ号
法にし力、イに人ミまル

ミ
０￣ 

に可

ｏ
回
収
に
出
す
と
き
の
注
意
点

紙
な
ら
何
で
も
再
化
で
き
る
と
想
い
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
箱
や
菓
子
箱
な
ど
を
新
川

紙
の
間
に
は
さ
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

某
ｆ
桁
、
空
き
桁
、
封
筒
、
紙
袋
な
ど

は
、
雑
誌
と
．
緒
に
分
別
し
ま
す
。

こ
れ
が
何
生
肺
の
原
料
で
、
製
紙
Ｋ
場
へ

述
ば
れ
ま
・
す
。

●
ど
ん
な
古
紙
か
ら
何
が
で
き
る
の
？

回
収
さ
れ
た
古
紙
は
、
い
ろ
い
ろ
な
製

舶
に
再
生
さ
れ
ま
す
。

古紙
一

紙、)』《llf

種

シ

類

の
有 再生できる製品

新川 折|川紙、週FII総、OAI1I紙など

縦誌、イミ、典子などの罐き箱蝋子箱、絵本、洗剤の紺、アルバムなど

段ボール 段ボール箱、紙筒など 鈩可

｜ 
（」一一一一

段
ボ
ー
ル
は
宅
忍
便
の
蓬
り
状
、
ガ
ム

テ
ー
プ
、
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を
は
が
し
た

方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

紙
コ
ッ
プ
な
ど
防
水
加
工
を
し
た
紙
や

ワ
ー
プ
ロ
の
感
熱
紙
、
カ
ー
ボ
ン
紙
、
が

典
な
ど
は
、
同
じ
紙
で
も
〃
化
で
き
な
い

の
で
混
ぜ
な
い
で
下
さ
い
。

淵
た
り
前
の
こ
と
で
す
が
、
金
属
ク
リ

ッ
プ
や
布
類
、
術
物
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な

ど
は
秤
化
の
隙
鱒
に
な
る
鱗
］
し
品
で
す
。

混
入
し
て
い
な
い
か
卜
分
に
注
慾
し
ま
し

よ
、
７
。

●
環
境
に
や
さ
し
い
再
生
品
を
使
い
ま
し

よ
』
７

脚
唯
向
山
哲
選
択
す
る
条
件
を
考
え
て
み

ま
し
た
。
環
境
問
題
に
被
砿
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
企
業
、
メ
ー
カ
ー
を
応
援
し
て

あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

再生品

賭
パ
、
染
包

基準

入
一
〃
恥
繩
麺ｗｌ鑿騨賦ilW'■

'1￥しパックなど
無漂、のもの
蛍光染料は使,Ⅱ
iii易包装の:]の

などの【Ii紙100()61Hill

Ｐ
Ｉ
Ｉ
ｌ
 ていない＃]ぬ

蝉|蕊鱗Ⅲ…
｢[｢紙100％侠川
無潔ｎか鹸索潔''1のもの
無涛色
簡易や1雌の#jの

卜、rl
lLIi篭な

TIT紙709b以
無潔111か酸
蛍光染料を
耐易包装の

以上使川
強兼漂、
を供川していなし
のもの

■
Ｑ
●
 

ノ
」
卿
ｙ
一 ９
ｔ
 グフ

1５ 

古紙の種類 再生できる製品

新IHI紙、)Ａｌｌﾃチラシ 新|H1紙、週rII総、ＯＡＩ１Ｉ紙など

雑誌、イx、典：j皇などの罐き箱 -)己箱、絵本、洗剤の紺、アルバムなど

段ボール 段ポ･ル箱、紙補など

再生品 購入基準

トイレット
そ､ﾐｰｰﾉﾏｰ..

ﾉﾄｷﾞLパックなどのiIi紙100()０便111
無漂ｌ１のもの
蛍光染料は使IⅡしていないもの
iii易包装のもの

ティシュ
ハミー'ｆ－

IIr紙100％桃)１１
無漂1厘1か駿索潔｢1のもの
無狩色
iiii坊包装のもの

ノート、封
筒、便蕊な
〃

,If紙709i)以!x使川
螺1'１か酸雛標｢１

蛍光染料を仇川していないもの
iiii易包装のもの
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熱戦が鵠り広げられたゲートボール大会
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■ 

ヨ､退一
ロ

ワ
タ
ボ
２

■Ｐ￣ 

踊
り
や
歌
に
日
頃
の
練
習
を

か
き
ね
た
成
果
を
披
露
。

熟
年
会
冬
期
研
修
会

ＩＷ１Ｄ時
■｢～ 

１Ｖ 
Ｌ」

巳￣
■ ￣ ~＝ 

ＣＤ■＝－ 
１ 

H1譽
熟

１１１，． 
鍵’

Ｔ
Ｃ
 

Ｉ
？
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iiiiiiiL'爵 ＨＤＤ 

『
Ｚ

8 
■ 

楽しく行なわれた健康管理研修

汁

￣ 

！ 
塑回、

たくさんの人が参加しブニハッピーボウリング`砥の合った踊りに会場から拍手

中
標
津
町
農
協
熟
年
会
冬
期
研
修

旅
行
が
、
二
月
八
日
～
十
日
ま
で
の

一
一
泊
三
日
の
日
程
で
斜
里
町
ウ
ト
ロ
・

知
床
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

熟
年
会
で
は
春
・
秋
・
冬
と
年
一
一
一

回
の
旅
行
を
中
心
に
研
修
を
開
催
し

て
い
ま
す
が
、
特
に
冬
期
研
修
会
は

参
加
者
が
多
く
、
今
回
は
百
人
の
会

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー
の
石

原
講
師
に
よ
る
健
康
管
理
の
研
修
が

ゲ
ー
ム
な
ど
を
交
え
楽
し
く
行
な
わ

れ
鶴
翌
日
に
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
・

ハ
ッ
ピ
ー
ボ
ウ
リ
ン
グ
・
カ
ラ
オ
ケ
・

映
画
鑑
賞
な
ど
趣
向
を
凝
ら
し
た
ゲ

ー
ム
を
皆
さ
ん
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
夜
に
は
芸
能
発
表
が
行
な

わ
れ
、
各
支
部
か
ら
素
晴
し
い
踊
り

や
歌
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
時
間
を
忘

れ
る
ほ
ど
盛
況
な
研
修
旅
行
と
な
り

ま
し
た
。
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第
十
一
回
理
事
会
の
経
遁

九八上六ＩｉＵＬ１三ニーヘＩＨｊｌＭｊ
つ、史、の、入、に、、い、い、決ＩＭ１鵬

家い’１１に’'１委根札人つＩＪｉ平て平て平議場Ⅱ
帯て機つ標託室業扱い勝成成成事所時
伝津いＩ１１契生椅選て保十十十項
染’'１』て１１１]、約潅に采証．１１二イドマ’|い}Ｅ
ｿ｢jｉ殿殿に巡つ場姿年庇｝．標成
淘ＩﾒｶＭ１，つＷｌＩい及託度二津十
汰乳乳い蹄てび’'1収Ｉ］）］ⅢＪ・
/仁質質てJlP１ﾉﾘ込文ポイミ膿イ'三
uDlｈｌｎ業』i二仁子予定協二
会ヒーＥ１１１施伴算算例「l１ｌ１
ＩｌｉＩｌ対側Ａ」'二設う計統ド１会二
1変策Ilil］仁にＭ１画iIil1論ｉ論’１
にのｌｌ１：伴係麦に計慌篭
っ改ＨＩＨぅるのっI1Iil盃
い左の削指聯い仁に
てに愛蹄禽’１てっっ

２月の組合円誌

１日定例自治監査（４日まで）

３日青年部50周年編纂委員会

５日中標津乳牛改良同志会定期
総会

青年部消費拡大委員会

６日肉牛振興会役員会
８日馬鈴しよ耕作者全体会議

10日馬鈴しよ栽培講習会

酪農実習生受入協議会総会

酪対環境整備委員会

15日でん粉エ場再編打ち合わせ

16日青年部役員選考委員会

17日税対役員会・委員会
18日女性部青葉会和紙エ芸教室

19日女性部三役会

22日第７回酪対委員会

24日女性部役員選考委員会

25日第８回生産委員会

青年部広報委員会
26日てん菜振興会役員会

平成11年度新職員採用筆記

試験
27日第６回管理購買委員会

ヒノ（ｊＬｉＪリ三二一へ－２Ｚハー１１
，，つ度、、、、、報、、過、協てこに－
配給いＩＷｆｉﾘ了第ｆｌ２乳ノ１２告地｜｢｝に農議つ
谷１１１’て腱たｌＪＬ１乳製乳事１Ｘ店つ産事’11いlIl
fi1）ﾘ『ｆＩｆな１Ｍ］奨１１,１，'１２項別ｉｌｌｉい加項核て納
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取状対農乳金場状談物施介ラ
扱ルヒ策、亥に及況会の，没施
拡にの畜定つぴにの今に識ズ
ノくつ道瀧化い牧つ繊後關建マ
推いｉＷｆＪ１幻聡て件い題にわ 段シ
進て対水対のてとつるのン
状要政策実IIL、泣協の
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由Ⅱ．

'春の愛読者プレゼンド
匿家Ｃ

【Ｓ月号】Ｉ 

｢新品種魅惑の野菜。花」
抽選で2000名の方にプレゼント
（ユニークな野英の迩渥１２００名．花の姉廷８００名） ステキな生活用品プレゼント

６種類の生活用吊を用意しています

【41月号、冊付録） Ｉ家の光」５月弓と６月弓についている応男券琶官製はがき

に湖付けして．応募ください‘詳しい応募要領l註『家の光」
５６月三選，蟇らしを彩る花とハーフ、

「花の種」プレゼント
抽選で２０００名の方に。

、
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Ｌ詳しい…銅'産嶽`,光1s層弓4罷別'１M噸看」|粉申込はJA入定1m(税込)3.6月号各６００円4.5月号各880円｜ごらんください。
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